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21世紀を迎えたが、平安時代の初めに空海が中国に

入唐留学して1200年になる。空海入唐1200年の節目

として、宗教関係者はもとより多くのマスコミ各社、

著名作家等、白熱した空海論を展開し、記念の展示会

や放映が頻繁になされている。 

年前 31 歳で入唐留学した、空海のイメージを膨らま

せて頂きたい。 
 
 
 
  私は空海が開いた高野山に生れ育ち、長らく高野山

を撮影してきたが、高野山をより深く知る為に空海の

軌跡を知る必要性を感じていた。1200年前に空海が歩

んだであろう道を探り映像として著す事によって、イ

メージの中で歴史を遡らせ、空海の偉業を多くの方々

に知っていただきたいと思い、日本全国と中国の空海

の足跡、未開放区を含め（約5,000K）全てを踏破した。

その永い行程のなかで空海が単に密教だけでなく、土

木工学、天文学、薬学、金属学、等多くの知識を身に

つけたと言われる地が各所にあった。空海は書の大家

王義之の足跡を追って書の研究をし、その影響を受け

帰国後に聾瞽指帰を書いている。 

 
 

 しかし、目的は密教を識る事であった。漂流した赤

岸鎮の浜から都・長安への永い旅は続くのである。空

海の中国での言葉に『星に発ち、星に宿し、晨昏、兼

行す』まだ夜空に星が残る早朝に出立し、夜遅くなる

頃、その日の目的地にたどり着いた。まさに目的とす

る都・長安に一日でも早く着き密教を体得したい、そ

の気持ちがひしひしと伝わって来る言葉である。この

時空海は、貴重な多くの密教の経典を日本にもたらす

事になるとは思ってもいなかったのではないだろうか。 
 今回の中国撮影研究 5000 キロの旅は、空路で上海

まで飛んだが、一日4～7時間の移動、41度の灼熱で

の夏の撮影等、広大な中国大陸の撮影であった。  
 それぞれの各所の場の写真と解説を記します。1200  
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